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て
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会　計　名 予　算　額 前年度比

一般会計 90 億 3000 万円　 △ 0.8％　

地方独立行政法人芦屋中央病院貸付金特別会計 5 億 2661 万円　 23.4％　

国民健康保険特別会計 16 億 2091 万円　 △ 0.6％　

後期高齢者医療特別会計 2 億 6998 万円　 4.0％　

国民宿舎特別会計 856 万円　 4.9％　

給食センター特別会計 1 億 4629 万円　 △ 3.1％　

モーターボート競走事業会計 1469 億 9396 万円　 4.8％　

公共下水道事業会計 7 億 6609 万円　 △ 6.2％　

注１

令和 5 年度の予算状況 ※１万円未満切り捨て

未来を見据えた未来を見据えた　まちづくりのために　まちづくりのために
年度 こんなことをやります。一般会計　　億　　　　万円

【注１】町を経由して過疎債や病院債を借り入れ、病院へ支出する会計。

■Ｗｅｂ３基盤構想

　次世代（第三世代）インターネットの新し

い概念。独自の事業展開にインターネット基

盤が必要となり、施設が開業する数年後を見

据え、整えること。

■砂像屋内展示施設計画

　物価高騰・材料不足などにより、開業を令

和７年度から令和８年度へ見直し。

タウンバス事業

■バスロケーションシステムの導入

　タウンバスの運行状況をスマートフォン

などで検索できるシステムを導入する。

■タウンバスの買い替え

　経年劣化によりタウンバスを買い替える。

令
和
５
年
度
予
算

一

般

質

問

条
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・
補
正
予
算
他

請
願
・
賛
否
一
覧

芦屋港活性化事業

９０ ３０００

議会だよりあしや令和 5年 5月 25 日　第 217 号 ②



未来を見据えた未来を見据えた　まちづくりのために　まちづくりのために
年度 こんなことをやります。一般会計　　億　　　　万円５ 

一般会計歳出（使いみち）一般会計歳入（財源）

令和

　老朽化による、建具（防音サッシなど）

や屋上防水、外壁などの改修工事を行い、

児童の安全で快適な学習環境を確保する。

◆工事期間◆

・令和５年度～７年度

・３カ年総工事費２億５８４０万円

※授業に影響しないよう、夏休みなどを中心

に工事を行うため、工事期間が３カ年となる。

芦屋東小学校校舎大規模改修

　地域資源を活用した特産品開発への取り

組みを支援する。

【特産品の開発】

補助対象経費の３分の２を補助（限度額 60 万円）

【パッケージなどの改良】

補助対象経費の３分の２を補助（限度額 30 万円）

※掲載写真は芦屋町ブランド認定品

特産品開発支援事業

令
和
５
年
度
予
算
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般
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他
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願
・
賛
否
一
覧

自主財源 ３８％自主財源 ３８％

依存財源 ６２％依存財源 ６２％

町税町税
12 億 949 万円12 億 949 万円

繰入金繰入金
11 億 5122 万円11 億 5122 万円

地方交付税地方交付税
24 億 4000 万円24 億 4000 万円

町債町債
７億 8900 万円７億 8900 万円

使用料ほか１億 9237 万円使用料ほか１億 9237 万円

その他その他
６億 5617 万円６億 5617 万円

県支出金県支出金
４億 6767 万円４億 6767 万円

地方消費税交付金地方消費税交付金
３億 1489 万円３億 1489 万円

国庫支出金国庫支出金
９億 6669 万円９億 6669 万円

その他その他
11 億 5736 万円11 億 5736 万円

消防費２億 9169 万円消防費２億 9169 万円

衛生費衛生費
６億 8988 万円６億 8988 万円

土木費土木費
９億 2414 万円９億 2414 万円

公債費公債費
10 億 2057 万円10 億 2057 万円

総務費総務費
22 億 6566 万円22 億 6566 万円

民生費民生費
24 億 4900 万円24 億 4900 万円

商工費２億 638 万円商工費２億 638 万円

議会費１億 697 万円議会費１億 697 万円 農林水産費１億 495 万円農林水産費１億 495 万円

その他 3177 万円その他 3177 万円

教育費教育費
９億 3894 万円９億 3894 万円

歳入
90 億 3000 万円

歳出（目的別）
90 億 3000 万円

議会だよりあしや令和 5年 5月 25 日　第 217 号③



◆
タ
ウ
ン
バ
ス
事
業

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
を
利
用
す
る
に
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
ア
プ
リ
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
操
作
に
慣
れ
て
い
な
い
方

へ
の
フ
ォ
ロ
ー
は
。

環
境
住
宅
課
の
窓
口
で
ア
プ

リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
方
法
な

ど
を
教
え
る
。

中
型
バ
ス
に
買
い
替
え
る
理

由
は
。

小
型
バ
ス
で
は
、
朝
夕
の
通
勤

時
や
花
火
大
会
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
時
の
対
応
が
で
き
な
い
た
め
。

◆
芦
屋
東
小
学
校
校
舎

大
規
模
改
修

夏
休
み
期
間
中
な
ど
に
学
校

を
利
用
す
る
人
へ
の
影
響
は

考
え
て
い
る
の
か
。

利
用
者
に
支
障
が
出
な
い
よ

う
事
業
者
と
十
分
に
協
議
を

行
う
。

令和 5年 5月 25 日　第 217 号

問答

３  月
定例会

疑
問
点
を
問
う
！
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算
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・
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正
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・
賛
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問答

問答

反
対

【
新
た
な
業
務
委
託
の

　
　
　

経
済
的
効
果
は
な
い
】

妹
川
　
征
男 

議
員

　

芦
屋
港
活
性
化
推
進
費

と
し
て
、
業
務
委
託
料
約

１
億
１
４
０
０
万
円
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。
内
訳
は
Ｗ
ｅ
ｂ
３

基
盤
構
築
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
支
援
業
務

で
あ
る
。
こ
の
２
つ
は
、
大
都

会
や
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
る
都
市
圏
に
適
用
さ

れ
る
も
の
。
芦
屋
港
と
い
う
小

さ
な
港
に
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
Ｗ
ｅ

ｂ
３
を
新
た
に
導
入
す
る
た
め

に
委
託
料
と
し
て
大
金
を
つ
ぎ

込
む
だ
け
の
経
済
的
効
果
が
あ

る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

注１：ＤＭＯ … 観光庁が認定する「観光地域づくり法人登録制度」のこと。

注
１

気
に
な
る
事
業
を

質 

疑

・質疑とは

アッシーの
　議会豆知識

　議会で審議する案

件を本会議や委員会

でただすこと。

質 

疑

【
令
和
５
年
度
の
予
算
は

効
果
が
期
待
で
き
る
】

本
田
　
浩 

議
員

　
収
入
で
は
、
町
民
税
や
固
定

資
産
税
な
ど
の
町
税
お
よ
び
芦

屋
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の

増
額
。
支
出
で
は
、
子
ど
も
支

援
策
と
し
て
子
ど
も
食
堂
補
助

金
の
増
額
や
商
工
会
補
助
金
の

計
上
、
タ
ウ
ン
バ
ス
待
合
時
に

ス
マ
ホ
で
バ
ス
の
走
行
状
況
の

確
認
が
で
き
る
バ
ス
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
導
入
業
務

委
託
な
ど
、
多
く
が
住
民
目
線

と
な
っ
て
お
り
、
令
和
５
年
度

の
予
算
は
評
価
で
き
る
た
め
賛

成
す
る
。

賛
成
賛
成

議会だよりあしや ④



◆
芦
屋
町
国
民
健
康

保
険
条
例
の
一
部
改
正

　「
健
康
保
険
法
施
行
令
」
の
改

正
に
伴
い
、
出
産
育
児
一
時
金
を

48
万
８
０
０
０
円
に
引
き
上
げ
る
。

報
道
な
ど
を
見
る
と
、
出
産

育
児
一
時
金
は
50
万
円
に
な

る
の
で
は
な
い
の
か
。

改
正
後
の
出
産
育
児
一
時

金

の

48

万

８

０

０

０

円

に
産
科
医
療
補
償
制
度
の
掛
金

１
万
２
０
０
０
円
が
プ
ラ
ス
さ
れ
る

た
め
、
あ
わ
せ
て
50
万
円
に
な
る
。

◆
芦
屋
町
印
鑑
条
例
の

一
部
改
正

　
印
鑑
登
録
証
明
書
の
取
得
方
法
が

住
民
課
窓
口
と
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
で
異
な
っ
て
い
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
取
り
扱
い
の
整
合
性
を

取
る
。住

民
課
窓
口
で
印
鑑
登
録
証

明
書
を
取
得
す
る
た
め
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
う
こ
と
の

メ
リ
ッ
ト
は
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な

ど
で
の
取
得
と
同
じ
よ
う
に
、

本
人
に
限
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

だ
け
で
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

印
鑑
登
録
証
（
カ
ー
ド
）
の
提
示
が

不
要
に
な
る
。

◆
子
ど
も
食
堂
に
経
済

的
支
援

　
地
域
で
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
と
健
全
育
成
の
た
め
、
子
ど
も
や

そ
の
保
護
者
に
対
し
、
無
償
ま
た
は

低
額
で
食
事
の
提
供
を
行
う
団
体
に

活
動
経
費
の
補
助
を
行
う
。

事
業
要
件
で
は
、
提
供
の
た

め
準
備
す
る
食
数
は
１
回
当

た
り
20
食
以
上
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
根
拠
お
よ
び
補
助
の
期
間
は
。

補
助
を
行
っ
て
い
る
福
岡
県

内
の
自
治
体
を
参
考
に
し
た
。

ま
た
、
補
助
の
期
間
は
定
め
て
い

な
い
。

⑤ 令和 5年 5月 25 日　第 217 号

問答

問答

問答

補正のあった主な内容 補正額

　子ども食堂支援事業

　 子ども食堂の運営に補助金を支給（上限 50 万円） 
５０万円

　箱わな購入
　森林を保全するため、有害獣類捕獲用の箱わなを購入

３０万円

　ボートレース事業収入
　令和４年度だけで約 11 億円を一般会計へ

４億円

※ 1 万円以下は切り捨て。 

令
和
５
年
度
予
算

一

般

質

問

条
例
・
補
正
予
算
他

請
願
・
賛
否
一
覧

子ども食堂

条 

例

補
正
予
算

注２：産科医療補償制度 … 分娩時の何らかの理由により、重度の脳性まひとなった場合、子どもと家族の経済負担を

　　　　　　　　　　　　　補償する制度。

注
２

増田　彬乃さん
　　　澪ちゃん（４カ月）

議会だよりあしや⑤



令
和
５
年
度
予
算

一

般

質

問

条
例
・
補
正
予
算
他

請
願
・
賛
否
一
覧

　
農
業
用
水
路
の
埋
め
立
て
に
関
し

て
、
次
の
３
点
を
求
め
る
。

①
無
許
可
埋
立
て
に
関
す
る
一
般
質
問

を
禁
止
し
た
決
定
を
取
り
消
す
こ
と
。

②
無
許
可
埋
立
て
の
経
緯
や
町
有
財
産

管
理
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
。

③
町
の
行
為
が
適
切
か
監
査
委
員
に
意

見
を
求
め
る
こ
と
。

芦
屋
町
有
財
産
の
管
理
に
関
す
る

町
民
の
信
頼
に
応
え
る
措
置
を

求
め
る
請
願

◆
権
利
の
放
棄

　
町
有
地
に
お
け
る
強
制
執
行
費
用
の

請
求
を
放
棄
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
。

賛成多数で

可 決

請 

願

そ
の
他

反
対

【
町
有
財
産
は
皆
の
財
産

行
政
は
責
務
の
完
遂
を
】

信
国
　
浩 

議
員

　

現
状
を
鑑
み
る
と
、
権
利
を
放
棄

し
よ
う
と
す
る
意
図
は
あ
る
程
度
理

解
で
き
る
も
の
の
、
現
在
に
至
る
ま

で
の
経
緯
に
つ
い
て
の
資
料
が
曖
昧

で
釈
然
と
し
な
い
。
さ
ら
に
放
棄
の

理
由
な
ど
が
、
著
し
く
故
人
の
名
誉

を
傷
つ
け
る
恐
れ
が
あ
る
。

　
ま
た
、
今
後
こ
の
よ
う
な
事
案
が

発
生
し
た
場
合
、
本
案
件
が
慣
例
と

な
る
危
険
性
を
含
ん
で
い
る
た
め
、

安
易
に
終
決
す
べ
き
で
は
な
い
。
今

一
度
、
慎
重
に
精
査
し
た
上
で
、
結

論
を
出
す
べ
き
と
考
え
る
。

反
対

【
町
議
会
は
民
主
的
に

運
営
さ
れ
て
い
る
】

松
岡
　
泉 

議
員

　
一
般
質
問
の
制
限
が
憲
法
の
表
現

の
自
由
に
抵
触
す
る
と
の
意
見
だ
が

こ
の
場
合
、
公
共
の
福
祉
や
公
序
良

俗
に
反
し
な
い
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

町
議
会
の
運
営
は
規
則
や
運
営
基
準

な
ど
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
民
主
的
な

立
場
で
適
切
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

賛成少数で

不採択

【
芦
屋
町
の
多
く
の

歴
史
を
踏
ま
え
た
結
果
】

横
尾
　
武
志 

議
員

　

芦
屋
町
が
ど
れ
だ
け
土
地
の
借
用

者
に
便
宜
を
は
か
っ
た
か
と
い
う
歴

史
も
知
ら
ず
に
「
名
誉
を
傷
つ
け
て

い
る
」
と
言
う
べ
き
で
は
な
い
。
費

用
を
請
求
し
て
も
い
い
が
、
そ
う
な

る
と
長
々
と
裁
判
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
。

　
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
遺
族
の
方
は

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
も

知
ら
ず
に
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
事
件
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
ず
に
、
反

対
討
論
を
行
う
こ
と
は
今
後
や
め
て

も
ら
い
た
い
。

賛
成
賛
成

【
議
会
で
の
議
員
の
発
言
は

保
障
さ
れ
る
も
の
】

川
上
　
誠
一 

議
員

　
議
員
は
住
民
の
直
接
選
挙
で
選
出
さ

れ
た
代
表
者
で
あ
り
、
議
会
に
お
け
る

発
言
は
当
然
保
障
さ
れ
る
も
の
だ
。

　
質
問
を
禁
止
し
た
理
由
の
一
つ
に

「
全
員
協
議
会
で
の
決
定
」
が
あ
る

が
、
全
協
は
議
員
間
の
調
整
の
場
で

あ
り
、
決
定
を
行
う
場
で
は
な
い
。

多
数
決
の
原
理
は
十
分
な
議
論
が
尽

く
さ
れ
る
こ
と
を
最
低
限
の
原
則
と

し
て
お
り
、
少
数
者
の
発
言
の
保
障

を
尽
く
す
こ
と
で
多
数
決
の
結
果
が

正
当
化
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
議
員
の
自
由
な
発
言
を
認
め
ず
、

議
会
審
議
を
強
行
す
る
多
数
決
の
決

定
は
正
当
性
の
根
拠
を
失
う
も
の
だ
。

賛
成
賛
成
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　議長には、賛否の意思表示をする表決権がありません。ただし、賛成・反対が同数になった場合、可否

を決める裁決権があります。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 賛
　
成

反
　
対

審議

結果議案名 / 議員名 内
海

中
西

長
島

萩
原

信
国

本
田

松
岡

妹
川

小
田

川
上

横
尾

辻
本

 芦屋町教育委員会教育長の任命 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 １ 可 決

 権利の放棄 × ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ － 8 3 可 決

 令和５年度芦屋町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ － 8 3 可 決

 令和５年度芦屋町国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ － 9 2 可 決

 令和５年度芦屋町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ － 9 2 可 決

 令和５年度芦屋町ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ競走事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ － 10 1 可 決

 芦屋港のレジャー港化に関して地域懇談会の

 開催を求める請願
× × × × ○ × × ○ × ○ × － 3 8 不採択

 芦屋町有財産の管理に関する町民の信頼に

 応える措置を求める請願
× × × × ○ × × ○ × ○ × － 3 8 不採択

議案の賛否について掲載しています。掲載のない議案は、満場一致で可決されました。

○ : 賛成、× : 反対を表しています。

３月定例会 意見がわかれた議案の賛否一覧

令
和
５
年
度
予
算

一

般

質

問

条
例
・
補
正
予
算
他

請
願
・
賛
否
一
覧

　

芦
屋
港
の
レ
ジ
ャ
ー
港
化
に
関
し

て
、
次
の
２
点
を
求
め
る
。

①
行
政
執
行
部
へ
、
芦
屋
港
レ
ジ
ャ
ー

港
化
に
関
す
る
地
域
懇
談
会
を
開
催

し
、
芦
屋
港
活
性
化
基
本
計
画
の
内
容

や
進
捗
状
況
、
芦
屋
海
岸
の
実
態
を
説

明
す
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
。

②
町
民
の
負
託
を
受
け
て
い
る
機
関
と

し
て
、
議
会
が
芦
屋
港
レ
ジ
ャ
ー
港
化

に
関
す
る
地
域
懇
談
会
を
開
催
し
、
芦

屋
港
活
性
化
基
本
計
画
の
内
容
や
進
捗

状
況
、
芦
屋
海
岸
の
実
態
を
説
明
す
る

こ
と
。

芦
屋
港
の
レ
ジ
ャ
ー
港
化
に
関
し
て

地
域
懇
談
会
の
開
催
を
求
め
る
請
願

賛成少数で

不採択

議
会
の
活
動
を

　
　
　
報
告
し
ま
す

　　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

　
３
月
11
日
（
土
）
に
令
和
４
年

度
最
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を

行
い
ま
し
た
。

ボランティア清掃後役場にて

■
教
育
長
の
任
命

　
三
桝
賢
二
氏
の
任
期
が
、
令
和
５
年

３
月
31
日
で
満
了

と
な
る
た
め
、
再

度
任
命
す
る
。

人 

事
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ページ 質問議員 質問事項

９ 川上 誠一
◎芦屋港活性化基本計画

◎生徒が主体的に関わる校則のあり方

10 萩原 洋子
◎歴史・文化の推進

◎西方荒波対策

11 妹川 征男
○芦屋港から海砂等を搬出入するダンプカーの危険性

◎町の少子化対策

　◎：記事掲載あり　　　○：記事掲載なし

　議会だよりは要約しています。詳しくはホームページの会議録や録画中継でご確認ください。

　３月３日に３人が一般質問を行いました。

　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針などの

所信を聞き、報告や説明を求め、疑問点をただすことです。

　

町政を問う
一般質問

一般質問会議録

令
和
５
年
度
予
算

一

般

質

問

条
例
・
補
正
予
算
他

請
願
・
賛
否
一
覧

議会だよりあしや ⑧令和 5年 5月 25 日　第 217 号



３人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令
和
５
年
度
予
算

一

般

質

問

条
例
・
補
正
予
算
他

請
願
・
賛
否
一
覧

当
初
の
計
画
か
ら
大
き
く
変

更
さ
れ
た
点
は
何
か
。

観
光
集
客
施
設
を
砂
像
屋
内

常
設
展
示
場
に
し
た
こ
と
や

上
屋
の
活
用
を
見
直
し
た
。
ま
た
、

一
部
の
開
業
を
１
年
先
送
り
に
し
た

こ
と
、
運
営
組
織
を
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と

し
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

砂
像
屋
内
展
示
場
や
ボ
ー
ト

パ
ー
ク
の
海
上
保
管
の
み
へ

の
変
更
、
波
除
提
や
海
釣
り
施
設
の

新
設
な
ど
に
よ
り
、
変
更
し
た
事
業

費
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

現
時
点
で
事
業
費
を
算
出
す

る
の
は
困
難
だ
が
、
当
初
の
見

込
み
よ
り
増
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。

住
民
へ
の
説
明
や
周
知
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

広
報
に
13
回
掲
載
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
は
会
議
の
議
事

録
を
掲
載
し
て
い
る
。

私
た
ち
が
11
月
に
行
っ
た
町

政
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
約
６
割

の
人
が
、
内
容
が
よ
く
わ
か
ら
な
い

と
回
答
し
て
い
る
。
住
民
説
明
会
を

開
き
、
理
解
を
深
め
る
べ
き
で
な
い

か
。

検
討
事
項
を
煮
詰
め
、
情
報

を
正
確
に
伝
え
る
住
民
説
明

会
を
行
い
た
い
。

住
民
説
明
会
を
年
内
の
早
い

時
期
に
行
う
べ
き
で
あ
る
と

同
時
に
、
住
民
の
声
が
反
映
で
き
な

い
と
い
け
な
い
。
変
更
し
た
点
で
観

光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
挙
げ
て
い
る
が
、
観
光

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

地
域
の
稼
ぐ
力
を
引
き
出
し
、

観
光
地
域
づ
く
り
の
か
じ
取

り
と
な
る
観
光
庁
が
認
定
す
る
観
光

地
域
づ
く
り
法
人
登
録
制
度
の
こ
と
。

芦
屋
町
観
光
協
会
と
の
位
置

づ
け
は
ど
う
な
る
の
か
。

設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
多
様

な
関
係
者
の
合
意
形
成
が
必

要
と
な
る
。
観
光
協
会
と
も
意
見

交
換
の
場
を
設
け
る
よ
う
考
え
て

い
る
。

ブ
ラ
ッ
ク
校
則
に
つ
い
て
文

科
省
か
ら
見
直
し
の
通
知
が

出
さ
れ
た
。
最
近
は
多
く
の
学
校
で

ツ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
を
認
め
て
い

る
。
町
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

生
徒
会
や
各
学
級
で
生
徒
自

身
が
討
議
・
提
案
し
、
校
則

の
見
直
し
に
つ
な
げ
て
い
る
。
頭
髪

に
つ
い
て
は
生
徒
総
会
で
規
約
の
見

直
し
が
決
ま
り
、討
議
さ
れ
て
い
る
。

答

問 答 問問

芦屋港活性化基本計画

問 答

芦屋港開発の内容周知を

住民説明会を行いたい
芦屋港活性化推進室長

答問答

生
徒
が
主
体
的
に
関
わ

る
校
則
の
あ
り
方

問答

整備が進む芦屋港

問答

録画中継

川川か
わ
か
み

か
わ
か
み上上

誠誠せ
い
い
ち

せ
い
い
ち一一

議会だよりあしや⑨ 令和 5年 5月 25 日　第 217 号



歴
史
の
里
の
来
館
者
数
は
。

総
来
館
者
数
は
平
成
27
年
度

３
９
３
５
人
、
平
成
28
年
度

７
２
８
４
人
、
平
成
29
年
度
３
８
７
９

人
、
平
成
30
年
度
３
８
３
６
人
、
令

和
元
年
度
３
７
７
７
人
で
、
コ
ロ
ナ

禍
以
後
の
令
和
２
年
度
は
１
６
２
６

人
、
令
和
３
年
度
３
０
２
２
人
で
あ

る
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の
１
日
の
平
均
来

館
者
数
は
通
年
約
15
人
、
特
別
展
時

約
20
人
、
非
開
催
時
８
人
で
、
コ
ロ

ナ
禍
以
後
は
通
年
８
人
、
特
別
展
時

12
人
、
非
開
催
時
３
人
で
あ
る
。

令
和
３
年
度
の
芦
屋
釜
の
里

の
来
館
者
数
は
９
５
０
８
人

だ
が
、
そ
の
お
客
様
を
歴
史
の
里
に

呼
び
込
め
て
い
な
い
。そ
の
課
題
は
。

両
館
の
来
館
者
の
回
遊
性
を

高
め
る
こ
と
が
課
題
で
、
特

に
歴
史
の
里
の
展
示
自
体
の
魅
力
向

上
が
大
変
重
要
と
考
え
る
。

今
後
、
歴
史
の
里
の
展
示
環

境
の
整
備
な
ど
が
必
要
で
は
。

施
設
や
展
示
環
境
の
整
備
、
展

示
内
容
の
充
実
に
取
り
組
む
。

芦
屋
釜
・
歴
史
文
化
課
と
し
て

新
た
な
実
施
計
画
は
あ
る
の
か
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導

入
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、

町
指
定
文
化
財
の
新
た
な
指
定
、
魅

力
的
な
展
覧
会
の
開
催
、
文
化
財
管

理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
文
化
財
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
育
成
な
ど
を
検
討

し
て
い
る
。

町
は
国
や
県
な
ど
の
関
係
機

関
と
荒
波
対
策
の
協
議
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
き
た
の
か
。

現
在
、
県
に
は
柏
原
西
方
の

砂
浜
の
浸
食
原
因
究
明
の
た

め
の
広
域
的
調
査
の
要
望
書
を
提
出

し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
元
年
８
月

に
海
岸
調
査
の
実
施
や
漂
砂
調
査
な

ど
各
種
調
査
の
実
施
な
ど
を
要
望

し
、
中
長
期
的
事
項
と
し
て
、
芦
屋

町
・
岡
垣
町
の
海
岸
の
土
砂
の
動
き

を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
実
施
の
要

望
も
行
っ
て
い
る
。

護
岸
背
後
で
暮
ら
す
町
民
は
長

年
に
わ
た
り
荒
波
に
悩
ま
さ

れ
続
け
て
い
る
が
大
き
な
進
展
は
な

い
。
町
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

原
因
究
明
の
た
め
の
調
査
を

要
望
し
て
い
る
。
町
と
し
て

は
対
策
を
講
じ
る
上
で
後
戻
り
が
な

い
よ
う
関
係
機
関
と
十
分
に
協
議
を

行
い
対
策
を
推
進
す
る
。

歴史・文化の推進

歴史の里の魅力向上は

施設整備の充実を図る
芦屋釜・歴史文化課長

問答

答

答

答問

問問

芦屋町歴史民俗資料館

問答

萩萩は
ぎ
わ
ら

は
ぎ
わ
ら原原  

洋洋ひ

ろ

こ

ひ

ろ

こ子子

録画中継

令
和
５
年
度
予
算

一

般

質

問

条
例
・
補
正
予
算
他

請
願
・
賛
否
一
覧

西
方
荒
波
対
策

問答
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令
和
５
年
度
予
算

一

般

質

問

条
例
・
補
正
予
算
他

請
願
・
賛
否
一
覧

町
内
の
出
生
数
の
推
移
は
。

平
成
24
年
は
年
間
１
２
５
人
、

平
成
29
年
に
は
１
０
０
人
を

下
回
り
、
令
和
４
年
は
76
人
に
ま
で

減
少
し
て
い
る
。

国
際
比
較
調
査
で
は
「
子
ど

も
を
産
み
育
て
や
す
い
国
だ

と
思
う
か
」
と
の
問
い
に
「
そ
う
思

う
」
と
答
え
た
人
は
、
日
本
で
は
４

割
未
満
で
あ
る
。
日
本
は
な
ぜ
「
育

て
に
く
い
国
」
に
な
っ
た
の
か
。

少
子
化
の
主
な
原
因
は
、
未

婚
化
、
夫
婦
の
出
生
率
の
低

下
、
子
育
て
に
対
す
る
経
済
的
負
担

の
増
大
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

町
内
の
子
育
て
支
援
策
は
。

「
出
産
祝
金
交
付
事
業
」、
小
中

高
校
生
を
対
象
と
し
た
「
通
学

費
補
助
制
度
」、
小
中
学
校
の
「
学
校

給
食
費
の
半
額
補
助
」
お
よ
び
子
ど

も
医
療
費
を
18
歳
ま
で
に
拡
充
し
た

「
医
療
費
支
給
制
度
」
な
ど
、
支
援
施

策
を
町
独
自
で
実
施
し
て
い
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
出
生
数

は
年
々
減
少
し
て
い
る
が
、
国

の
施
策
と
し
、
要
求
し
て
い
く
内
容
は
。

地
方
自
治
体
だ
け
で
は
解
決
で

き
る
も
の
で
は
な
く
、
国
が
結

婚
か
ら
出
生
・
子
育
て
・
教
育
、
そ

し
て
老
後
ま
で
切
れ
目
な
い
社
会
保

障
を
充
実
さ
せ
、
子
育
て
に
対
す
る

理
解
と
協
力
で
き
る
社
会
を
確
立
す

る
こ
と
。

少
子
化
現
象
の
１
つ
に
、
非

正
規
で
働
く
若
者
と
い
う
格

差
社
会
が
あ
り
、
結
婚
し
て
も
積
極

的
に
子
ど
も
が
産
め
な
い
現
状
が
あ

る
。
町
内
の
保
育
所
・
幼
稚
園
で
保

育
料
の
補
助
な
ど
経
済
支
援
策
が
あ

る
が
、
国
に
対
し
て
要
望
し
た
い
も

の
は
何
か
。

保
育
料
の
補
助
の
問
題
は
、
学

童
ク
ラ
ブ
も
含
め
て
一
体
的

に
国
が
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
、
少

子
化
進
行
の
抜
本
的
改
善
策
の
１
つ

に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
る
。
必
要

な
財
源
の
確
保
な
ど
、
会
議
な
ど
を

通
じ
て
国
に
対
す
る
要
望
を
上
げ
て

い
き
た
い
。

小
学
校
・
中
学
校
と
も
給
食
費

を
完
全
無
償
化
し
て
い
る
自

治
体
が
現
在
２
５
４
に
広
が
っ
て
い

る
。
憲
法
26
条
「
義
務
教
育
は
無
償

と
す
る
」
と
あ
る
が
学
用
品
に
つ
い

て
も
教
科
書
と
同
じ
よ
う
に
授
業
で

使
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
無
償

化
す
べ
き
で
は
。

政
策
会
議
な
ど
に
か
け
て
、

前
に
進
め
て
い
き
た
い
。

町の少子化対策

義務教育の完全無償化は

できることはやっていく
町長

録画中継

答

答 答

答

問 問問

問

妹妹い
も
か
わ

い
も
か
わ川川

征征い
く
お

い
く
お男男

答

問

給食中の様子

問答
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町かど町かど
インタビューインタビュー

芦屋町は「芦屋の子どもは芦屋で育てる」芦屋町は「芦屋の子どもは芦屋で育てる」
をモットーにしてるっちゃ。をモットーにしてるっちゃ。
そんな芦屋町で子育て中の若い夫婦にそんな芦屋町で子育て中の若い夫婦に
インタビューしてきたっちゃ。インタビューしてきたっちゃ。

戸
内
　
雄
太
さ
ん
26
歳

　
　
萌
　
さ
ん
22
歳

　
　
結ゆ

ら愛
ち
ゃ
ん
１
歳

「
こ
ん
な
芦
屋
町
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
は
あ

り
ま
す
か
。

町
内
で
飲
食
店
を
経
営
し
て

い
る
の
で
、
商
店
街
が
も
う

少
し
活
気
づ
い
て
ほ
し
い
で
す
。

最
後
に
結
愛
ち
ゃ
ん
に
何
か

ひ
と
こ
と
あ
り
ま
す
か
。

友
達
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
、

元
気
で
優
し
い
子
に
育
っ
て

欲
し
い
で
す
。

ＱＡ

全
国
町
村
議
会
議
長
会

福
岡
県
町
村
議
会
議
長
会

自
治
功
労
者
表
彰
を
受
章

　
３
月
２
日
に

全
国
町
村
議
会

議
長
会
並
び
に

福
岡
県
町
村
議

会
議
長
会
自
治

功
労
者
表
彰
の

伝
達
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
受
章
者
（
写
真
右
側
か
ら
）

　
川
上
誠
一
議
員
（
在
職
23
年
以
上
）

　
横
尾
武
志
議
員
（
在
職
27
年
以
上
）

　
辻
本
一
夫
議
長
（
在
職
15
年
以
上
）

　
小
田
武
人
議
員
（
在
職
15
年
以
上
）

議会を

傍聴しませんか !

次回の定例会は

６月８日開会予定です。

ぜひお越しください。

※日程は変更になる

　ことがあります。

家
族
み
ん
な
で

家
族
み
ん
な
で　　

　
　
　

未
来
の
芦
屋
町
に
期
待

　
　
　

未
来
の
芦
屋
町
に
期
待　　

ＱＡ

芦
屋
町
で
の
子
育
て
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
か
。

自
然
や
公
園
も
多
い
の
で
、

子
育
て
し
や
す
い
町
だ
と
思

い
ま
す
。
新
婚
世
帯
に
も
手
厚
い

し
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
あ
り
が
た
い

で
す
。
乳
幼
児
健
診
な
ど
も
あ
る
の

で
安
心
で
す
。

２
人
と
も
芦
屋
町
出
身
で
す

が
、
最
近
の
芦
屋
町
は
ど
う

で
す
か
。

レ
ジ
ャ
ー
港
の
こ
と
が
気
に

な
り
ま
す
。
海
が
見
え
る
子

ど
も
の
遊
び
場
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
集

ま
れ
る
と
こ
ろ
が
で
き
た
ら
嬉
し
い

で
す
。

ＱＡＱＡ

議
会
だ
よ
り
あ
し
や
／
発
行
●
芦
屋
町
議
会
　
編
集
●
議
会
広
報
常
任
委
員
会
　
〒8

0
7
-0

1
9
8

福
岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町
幸
町2

-2
0

　
☎0

9
3

（2
2
3

）3
5
7
9

　
印
刷
●
社
会
福
祉
法
人
　
福
岡
コ
ロ
ニ
ー

【
発
行
責
任
者
】

　
議
　
長
　
　
辻
本
　
一
夫

【
議
会
広
報
常
任
委
員
会
】

　
委
員
長
　
　
萩
原
　
洋
子

　
副
委
員
長
　
信
国
　
　
浩

　
委
　
員
　
　
内
海
　
猛
年

　
委
　
員
　
　
本
田
　
　
浩

　
委
　
員
　
　
長
島
　
　
毅

　
委
　
員
　
　
中
西
　
智
昭

編編  

集集  

後後

  

記記

　
私
は
こ
の
４
年
間
、
広
報

委
員
と
し
て
、
ま
た
後
半
の

２
年
間
は
広
報
委
員
長
と
し

て
議
会
だ
よ
り
の
作
成
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
４
年
間
を
振
り
返
る
と
議

会
だ
よ
り
の
作
成
は
、
議
会

の
流
れ
を
理
解
す
る
と
い
っ

た
学
び
の
側
面
も
あ
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　
広
報
委
員
に
な
る
と
、
定

例
会
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
作

業
が
続
き
、
大
変
な
部
分
も

あ
り
ま
す
が
、
私
に
と
っ
て

こ
の
広
報
委
員
で
の
仕
事
は

得
る
も
の
が
大
き
か
っ
た
４

年
間
で
し
た
。 

萩
原
　
洋
子

※
今
号
ま
で
旧
委
員
に
よ
る
編
集
で
す
。
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